
「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 76 回 

『「困った人々の哀願の前」 〜 自己を犠牲にする愛情 〜』 

 

2021 年 9 月 26 日 定例の『東久留米がん哲学外来・カフェ』（東久留米市スペ

ース 105 に於いて）が開催された。  4 組の個人面談もあり、大変貴重な時とな

った。  その後、同じ会場で、読書会であった。  今回は、内村鑑三 著『代表

的日本人』（鈴木範久 訳、岩波文庫）の『西郷隆盛 〜 新日本の創設者』の 5

節と 6節の途中まで音読した。  「強さにかけては 人後に落ちない西郷も、困

った人々の哀願の前には 無力にひとしい存在でありました。」、「友好のしる

しとして、自己の生命、自己の名誉、自己の一切を犠牲にするに至ったのかも

しれません。」、「最後のサムライで あったのではないかと思われます。」、

「西郷ほど 生活上の欲望のなかった人は、他にはないように思われます。」と

内村鑑三（1861−1930）は記述している。『ラスト サムライ』（The Last Samurai： 

映画監督：Edward Zwick）は、西郷隆盛（1828 - 1877）をヒントにしていると

言われている。 

 

次回は、新渡戸稲造（1862−1933）の『武士道』/内村鑑三の『代表的日本人』

読書会 14 周年記念、『東久留米がん哲学外来 in メデイカル・カフェ』13 周

年記念、『東村山がん哲学外来デイカル・カフェ』７周年記念の合同シンポジ

ウム『秋の贈り物 樋野興夫 講演会』が企画されている（画像 1）。  冊子『OKI

ちゃん言葉の旅』(画像 2)の出版記念シンポジウムともなろう。  皆様の熱意溢

れる 愛情と胆力には、ただただ感服である。 
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OK I-ch a n ’s  J o u r n e y  t o  M e mo r a b le  W o r d s  

OK Iちゃん 言葉の旅 

Spring Water from the Heart 

 心のSpring water (湧き水)  編 

OKI -chan 
ki ngf i sher  
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